
三
鷹
市
立
ど
ん
ぐ
り
山
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
U
主
催
。
名
誉
院

長
が
落
語
や
小
話
を
交
え
、
医
学

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
（
Ａ
４
・

48
ペ
U
ジ
、
図
版
な
ど
は
カ
ラ
U

印
刷
）
は
、
12
月
１
日
Ã
か
ら
市

内
の
図
書
館
、
市
政
窓
口
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
市
政
資
料
室
（
市
役
所

２
階
）
で
１
冊
500
円
（
予
定
）
で

頒
布
し
ま
す
。
ま
た
、
後
日
、
三

鷹
市
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
に
も
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

１

２００３・１１・１６�　保育園　バリアフリー　福祉 広報

市
内
の
市
・
私
立
保
育
園
へ
の

来
年
度
入
園
希
望
者
の
一
斉
申
込

受
付
を
１
月
に
行
い
ま
す
。
４
月

１
日
か
ら
の
入
園
を
希
望
す
る
方

は
、必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
入
園
申
し
込
み
を
し
て

待
機
中
の
方
も
、
再
度
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

◆
受
付
期
間
　
平
成
16
年
１
月
７

日
Œ
〜
13
日
Õ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
け

付
け
ま
す
。

◆
受
付
会
場
　
三
鷹
市
役
所
第
三

庁
舎
311
・
312
号
会
議
室

来
年
度
の
障
害
児
保
育
を
希
望

す
る
方
の
申
込
受
付
を
行
い
ま

す
。

◆
対
象
児
童

障
害
の
程
度
が

中
・
軽
度
で
、
市
立
保
育
園
で
の

集
団
保
育
が
可
能
な
４
〜
５
歳
の

児
童
。

◆
募
集
人
数

若
干
名

◆
受
付

平
成
16
年
１
月
14
日
Œ

〜
20
日
Õ
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）
、
子
育
て
支
援
室
（
市
役
所

４
階
J
番
窓
口
）
で
。

※
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
市
で

来
年
度
の
一
斉
申
込
期
間
中

（
１
月
７
日
〜
13
日
）
に
は
誕
生

直
後
で
出
生
届
の
提
出
が
で
き
な

い
と
い
う
方
と
、
一
斉
申
込
期
間

後
２
月
４
日
ま
で
に
誕
生
す
る
お

子
さ
ん
の
保
育
園
入
園
申
込
は
、

出
生
届
提
出
後
に
、
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

※
４
月
１
日
が
、
２
月
４
日
生

ま
れ
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
産
休
明

け
（
生
後
57
日
目
）
に
な
る
た
め

の
措
置
で
す
。

◆
受
付

平
成
16
年
１
月
14
日
Œ

〜
２
月
６
日
–
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
、
子
育
て
支
援
室
（
市
役

所
４
階
J
番
窓
口
）
で
。

∞
子
育
て
支
援
室
ò
内
線
２
６

６
２

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
、
10
月

29
日
に
確
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
は
、
平
成
13
年

11
月
に
策
定
し
た
「
第
３
次
三
鷹

市
基
本
計
画
」
を
受
け
て
、
そ
の

最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
す
べ
て
の
人
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
、
バ
リ
ア
フ
リ
U

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
平
成
22
年

(

２
０
１
０
年)

ま
で
の
間
の
バ
リ

ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
、整
備
方
針
、

事
業
内
容
な
ど
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◆
策
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

策
定
作
業
は
「
協
働
の
ま
ち
づ

事 業 者

問 合 先

定　　員

地　　図

(医)佳仁会
(三鷹第一病院)

ò46－8811
¿49－3853

27人(３ユニット)

(株)コムスン

ò042－540－1730
¿042－540－1731

26人(３ユニット)

MCS武蔵野(株)

ò03－3220－4725
¿03－3220－4718

27人(３ユニット)

文化堂

新川団地中央

島
屋
敷
通
り

三鷹駅

法専寺
中
央
通
り 丸正

三
鷹
通
り

三鷹駅

武
蔵
境
通
り 上五郵便局

新道北通り

三鷹中央
病院

連雀通り

武蔵野赤十字
病院

所 在 地 新川４－25－18 下連雀４－21－20 上連雀５－28－３

平
成
16
年
１
〜
２
月
に
、
市
内
３

カ
所
で
グ
ル
U
プ
ホ
U
ム
が
オ
U
プ

ン
し
ま
す
。

「
グ
ル
U
プ
ホ
U
ム
」
と
は
、
痴

呆
の
お
年
寄
り
が
家
庭
的
な
雰
囲
気

の
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
援
助
を
受
け

な
が
ら
共
同
生
活
を
送
る
「
く
ら
し

の
場
」
で
す
。
グ
ル
U
プ
ホ
U
ム
は
、

プ
ラ
イ
ベ
U
ト
な
空
間
と
し
て
の
居

室
（
個
室
）
と
、
共
同
生
活
や
趣
味

活
動
を
楽
し
く
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
共
同
ス

ペ
U
ス
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
ユ
ニ

ッ
ト
を
単
位
と
し
て
い
ま
す
。

１
ユ
ニ
ッ
ト
あ
た
り
７
〜
９
人
の

入
居
者
で
構
成
さ
れ
て
、
24
時
間
、

介
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
食
事
、入
浴
、

排
泄
な
ど
の
日
常
生
活
支
援
や
趣
味

活
動
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
費
用
は
月
額
16
〜
19
万
円
程
度

（
こ
の
ほ
か
、
入
居
一
時
金
30
〜
50

万
円
程
度
の
予
定
で
す
。）

利
用
資
格
は
、
介
護
保
険
要
介
護

認
定
（
要
介
護
度
１
〜
５
）
を
受
け

て
い
る
方
（
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

く
わ
し
く
は
、
各
グ
ル
U
プ
ホ
U

ム
へ
。

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
三

鷹
市
募
金
委
員
会
で
は
、
今
年
も

11
月
21
日
–
〜
12
月
20
日
—
に

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を
行

い
ま
す
。
期
間
中
、
町
会
・
自
治

会
な
ど
の
協
力
で
、
募
金
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
募
金
は
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
方
へ
の
支
援
事
業
や
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
事
業
、
福
祉
施
設

へ
の
助
成
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

∞
同
協
議
会
ò
46
―
１
１
０
８

市
外
の
保
育
園
へ
の
申
し
込
み

を
希
望
す
る
方
は
、
12
月
１
日
Ã

か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

※
各
市
区
町
村
の
締
切
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
入
園
申
し
込
み

を
す
る
自
治
体
の
締
切
日
を
確
認

し
、
な
る
べ
く
12
月
12
日
–
ま
で

に
子
育
て
支
援
室
（
市
役
所
４
階

J
番
窓
口
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

■
市
外
の
保
育
園
希
望
者
は

12
月
１
日
Ã
受
付
開
始

■
障
害
児
保
育
の

申
込
受
付
は

１
月
14
日
Œ
〜
20
日
Õ

■
誕
生
間
も
な
い

お
子
さ
ん
の
入
園
申
込

さ
い
。

※
保
育
園
に
関
す
る
情
報
と
一

斉
受
付
に
関
す
る
詳
細
は
、
12
月

発
行
予
定
の
冊
子
「
保
育
園
入
園

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
保
育

園
に
関
す
る
情
報
は
、
「
み
た
か

子
育
て
ね
っ
とhttp://w

w
w
.k

osodate.m
itaka.ne.jp

」
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

指
定
し
ま
す
。

※
障
害
児
に
関
す
る
各
種
相
談

指
導
は
、
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ

U
（
北
野
１
―
９
―
29
）
ò
48
―

６
３
３
１
で
行
っ
て
い
ま
す
。

く
り
」の
実
践
と
し
て
進
め
ら
れ
、

高
齢
者
・
障
害
者
の
方
、専
門
家
、

各
事
業
者
、
公
募
に
よ
る
市
民
の

み
な
さ
ん
で
構
成
す
る
「
三
鷹
市

バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
ハ
U
ド
面
の

ま
ち
づ
く
り
か
ら
検
討
を
開
始

し
、
そ
の
後
、
車
い
す
な
ど
を
利

用
し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
U
点
検
調

査
」
の
実
施
、
市
民
ア
ン
ケ
U
ト

を
は
じ
め
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど

の
生
の
声
の
反
映
な
ど
、
１
年
６

カ
月
に
わ
た
る
検
討
と
協
議
の
結

果
、
今
年
４
月
に
「
バ
リ
ア
フ
リ

U
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提

言
書
」
を
ま
と
め
、
市
に
提
出
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
踏
ま
え

て
、
７
月
に
「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ

リ
U
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
・

素
案
」
を
ま
と
め
、
市
の
広
報
紙

や
ホ
U
ム
ペ
U
ジ
な
ど
を
通
じ
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
示
し
し
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
を
受
け

て
、
見
直
し
・
修
正
を
重
ね
、
９

月
の
推
進
協
議
会
で
の
協
議
を
経

て
、
こ
の
た
び
「
三
鷹
市
バ
リ
ア

フ
リ
U

の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
」
を
確
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

関
係
事
業
者
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
の
協
働
の
も
と
に
、
こ
の
基
本

構
想
に
基
づ
い
て
「
バ
リ
ア
フ
リ

U
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
「
基
本
構
想
」
の
内
容

基
本
構
想
は
、
基
本
理
念
を

「
す
べ
て
の
人
が
、
年
齢
や
性
別
、

障
害
の
有
無
や
国
籍
な
ど
に
か
か

わ
り
な
く
、人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
道
路
や

公
共
施
設
な
ど
ハ
U
ド
面
で
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
社
会
参

加
、
教
育
、
人
々
の
意
識
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

U

化
を
進
め
ま
す
。
」
と
し
て
い

ま
す
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
U
法
に
基
づ

く
「
駅
を
中
心
と
し
た
重
点
整
備

地
区
」
と
し
て
、
fl
三
鷹
駅
周
辺

地
区
と
‡
三
鷹
台
駅
お
よ
び
井
の

頭
公
園
駅
周
辺
地
区
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
U
化
に
向
け
て
事
業
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
生
活
の
移
動

の
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
化
に
対
応
す
る

た
め
、
市
内
の
主
要
幹
線
道
路
で

あ
る
３
つ
の
路
線
（
連
雀
通
り
、

吉
祥
寺
通
り
、
人
見
街
道
）
を
重

点
整
備
路
線
と
し
て
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
市
内
全
域
に
お
け
る

取
り
組
み
と
し
て
、
公
共
公
益
的

施
設
と
そ
の
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ

U
化
の
推
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。

「
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
単
に
交
通
や
建
築
物
な
ど
の

ハ
U

ド
面
の
バ
リ
ア
だ
け
で
な

く
、
心
の
バ
リ
ア
、
情
報
環
境
の

バ
リ
ア
な
ど
、
円
滑
な
社
会
生
活

を
阻
む
さ
ま
ざ
ま
な
「
バ
リ
ア
」

を
取
り
除
い
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

市
で
は
今
後
、市
民
・
事
業
者
と

行
政
と
の
協
働
の
取
り
組
み
に
よ

り
、意
識
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
今
後
の
取
り
組
み

市
で
は
、
こ
の
基
本
構
想
を
推

進
す
る
た
め
、
継
続
的
な
取
り
組

み
と
合
わ
せ
、
市
民
参
加
に
よ
る

フ
ォ
ロ
U
ア
ッ
プ
組
織
を
早
期
に

設
置
し
、
す
べ
て
の
人
が
何
の
不

便
も
妨
げ
も
な
く
自
由
に
安
心
し

て
生
活
し
、
移
動
で
き
る
地
域
社

会
を
形
成
し
「
バ
リ
ア
フ
リ
U
の

ま
ち
三
鷹
」
の
推
進
の
た
め
、
さ

ら
な
る
発
展
を
図
り
ま
す
。

■
閲
覧
と
頒
布
は
12
月
１
日
Ã
か

ら

市
内
３
カ
所
で
グ
ル
U
プ
ホ
U
ム

（
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）が
オ
U
プ
ン

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
U

介
護
教
室

点
字
カ
レ
ン
ダ
U
を

無
料
で
お
届
け

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
U
プ

「
き
つ
つ
き
会
」
が
視
覚
障
害
者

の
方
々
の
た
め
に
製
作
し
た
２
０

０
４
年
版
の
点
字
カ
レ
ン
ダ
U
が

で
き
ま
し
た
。
楽
し
い
読
み
物

「
寿
司
ネ
タ
い
ろ
い
ろ
」
も
載
っ

て
い
ま
す
。

▼
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

U

ò
76
―
１
２
７
１
へ
申
し
込

む
。
全
国
へ
無
料
配
送
し
ま
す
。

※
知
り
合
い
の
視
覚
障
害
者
の

方
に
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
U
の
こ
と

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

心
身
障
害
者（
児
）の

ふ
れ
あ
い
デ
ィ
ス
コ
パ
U
テ
ィ
U

三
鷹
市
心
身
障
害
者
（
児
）
親

の
会
主
催
。
生
バ
ン
ド
の
演
奏
で

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
っ
て
遊
ん
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
対
象
は
障
害

者
（
児
）
と
そ
の
家
族
。
会
員
以

外
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

▽
12
月
７
日
À
午
前
11
時
（
受
付

開
始
）
〜
午
後
２
時
30
分
、
福
祉

会
館
３
階
で
。
参
加
費
（
当
日
集

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

協
力
を

金
）
１
人
700
円
（
昼
食
代
）
。
着

替
え
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
持
参
。

▼
11
月
21
日
–
ま
で
に
、
親
の
会

事
務
局
ò
71
―
５
４
９
９
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
へ
申
し
込
む
。

※
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
後

日
実
費
を
請
求
し
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」
が
確
定

※
バ
リ
ア
フ
リ
U

と
は
、

日
常
の
生
活
や
移
動
に
際
し

て
障
壁
（
バ
リ
ア
）
が
な
い

状
態
。「
バ
リ
ア
フ
リ
U
化
」

と
は
、
例
え
ば
「
階
段
し
か

な
か
っ
た
駅
に
エ
レ
ベ
U
タ

U
を
設
置
す
る
こ
と
」
な
ど

で
す
。

市
議
会
本
会
議
の

傍
聴
・
手
話
通
訳
の

申
し
込
み

12
月
に
市
議
会
定
例
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
市
議
会

本
会
議
は
公
開
さ
れ
て
お
り
、

当
日
、
市
役
所
３
階
議
場
東
側

の
傍
聴
受
付
で
手
続
き
を
す
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま

す
。聴

覚
障
害
者
の
方
に
は
手
話

通
訳
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

本
会
議
の
日
程
を
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
希

望
す
る
傍
聴
日
を
フ
ァ
ク
ス
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

∞
議
会
事
務
局
¿
45
―
１
０

３
１
・
ò
内
線
３
１
１
３

の
難
し
い
話
を
軽
妙
洒
脱
な
語
り

口
で
や
さ
し
く
お
話
す
る
健
康
講

座
。

▽
11
月
22
日
—
午
後
２
時
〜
４

時
、
ど
ん
ぐ
り
山
会
議
室
で
。
第

一
部
＝
講
演
「
老
人
ボ
ケ
の
予
防

法
」
、
第
二
部
＝
ド
ク
タ
U
落
語

の
真
打
ち
稲
垣
亭
三
河
師
匠
に
よ

る
自
作
の
落
語
「
ボ
ケ
の
花
」
。

講
師
は
芝
病
院
名
誉
院
長
の
稲
垣

元
博
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
33
―
２
２
８

７


